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広報委員 角尾抽臣子さん

写真弘社 渋井 誠さん

「写真の現在地を語る」
野町和嘉×生方純一×片岡順一×蜂須賀秀紀の四氏による座談会。
「二科の魅力」
二科に応募する魅力について５つの視点で検証します。
「二科賞の70年 全作品を振り返る」
応募者の憧れで最高賞である二科賞を振り返ります。
「二科の通ってきた道、これから向かう道」
森井禎紹×近藤誠宏×片岡順一の三氏による座談会。
「二科会写真部が80年に向けてやるべきこと」
８地区の代表理事による座談会。
「この一枚が忘れられない。」「50年後まで残したい私のふるさと」
全国の支部から寄せられた写真と文で綴ります。
「大学生が見た二科の写真」
一般社団法人日本学生写真部連盟に所属する学生が二科展を語ります。
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史
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プリントで見せるものなので重要になりますプリントで見せるものなので重要になります

毎
年
９
月
に
国
立
新
美
術
館
で
公
募

展
が
開
か
れ
て
い
る
二
科
会
写
真
部

は
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
秋

山
庄
太
郎
、
林
忠
彦
、
大
竹
省
二
、
早

田
雄
二
さ
ん
が
創
立
会
員
と
な
り
、
そ

の
後
全
国
各
地
に
支
部
が
拡
大
。
写
真

界
の
一
大
組
織
と
な
り
、
現
在
も
多
く

の
人
が
、
美
術
館
で
展
示
さ
れ
る
こ
と

を
目
標
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
創
刊
50
年
に
な
る
本
誌
も

二
科
と
の
関
わ
り
が
深
く
、「
全
国
の
二

科
の
発
表
の
場
」
と
し
て
の
役
割
も
担

っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
い
る
会
員
・
会

友
は
各
地
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ

り
、
本
誌
を
教
科
書
に
指
導
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

二
科
会
写
真
部
と
本
誌
が
連
携
し
、

全
国
各
地
の
情
報
を
集
め
て
、
活
発
な

活
動
を
紹
介
し
て
い
く
と
と
も
に
、
二

科
会
写
真
部
展
の
魅
力
も
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

　

80
年
へ
向
け
て
の
第
一
歩
と
な
る
第

71
回
二
科
会
写
真
部
展
の
応
募
要
項
が

発
表
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
作
品
受
付

期
間
は
、
3
月
1
日
（
水
）
か
ら
10
日

（
金
）
で
す
。
部
門
は
今
年
も
、
Ａ
単
写

真
部
門
、
Ｂ
組
写
真
部
門
、
Ｃ
ア
ー
ト

フ
ォ
ト
部
門
と
な
っ
て
お
り
、
入
賞
・

入
選
作
品
は
9
月
6
日
（
水
）
か
ら
18

日
（
月
）
ま
で
東
京
の
国
立
新
美
術
館

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

正
直
言
っ
て
、
賞
金
50
万
円
は
魅
力

で
す
。
そ
し
て
国
立
新
美
術
館
に
展
示

さ
れ
る
の
も
誇
り
に
感
じ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
と
は
い
え
、
応
募
し
な
い
こ
と

に
は
ど
ち
ら
も
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
新
年
早
々
作
品
の
準

備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

二
科
展
に
限
ら
ず
、
公
募
展
や
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
傾
向
が
あ
る
も
の
。
主
催

者
は
な
か
な
か
認
め
た
が
ら
な
い
の
で

す
が
、
応
募
者
は
真
剣
で
す
か
ら
、
昨

年
度
の
作
品
集
な
ど
を
研
究
し
、
自
分

な
り
の
ポ
イ
ン
ト
が
見
つ
か
る
と
作
品

選
び
が
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
よ

く
言
わ
れ
る
傾
向
と
し
て
は
、「
シ
ン
プ

ル
で
主
張
が
伝
わ
り
や
す
い
写
真
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
ど
う
解
釈

す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

あ
と
は
プ
リ
ン
ト
仕
上
げ
で
す
。
信

頼
の
置
け
る
プ
ロ
ラ
ボ
に
自
分
の
思
い

を
伝
え
、
そ
れ
が
忠
実
に
再
現
さ
れ
て

い
る
も
の
を
応
募
す
る
こ
と
で
す
。
こ

こ
で
失
敗
す
る
と
す
べ
て
が
台
な
し
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
3
月
は
あ
っ
と
い

う
間
に
や
っ
て
き
ま
す
か
ら
直
前
に
な

っ
て
慌
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
に
支
部
を
持
つ
団
体

応
募
へ
向
け
て

作
品
づ
く
り
を
始
め
よ
う

二
科
会
写
真
部
70
年
史
の
主
な
内
容

これまでに二科会写真部では50年、60年史を刊行して
きましたが、70年を迎えた今回も記念史を発刊予定。
現在、制作中ですが、対談を中心とした読み物と全国
の支部から寄せられた作品と文、さらには二科会の
年表で構成されています。注目は、大学生が二科展を
鑑賞し、その感想を語る対談。二科の写真をどう見て、
何を感じたのかに注目。各支部のこの10年のあゆみも
レポート。それぞれの課題も浮き彫りになっています。

最新ニュース

希望者は購入もできますので次号でご紹介します

写
真
と
読
み
物
で
見
応
え
たっぷ
り

70
年
史
の

制
作
が

進
行
中
！

　現在、70年史の制作を進めて
いますが、二科会の魅力が詰まっ
た内容になっています。全国の支
部から寄せられた作品と文章は読
み応えがありますし、さまざまな
テーマで座談会を開催、今後の写
真とは、より写真を楽しむには、と
いうことを考えるきっかけになる
と思います。二科賞の全作品も一
気に振り返っていて、歴史を感じ
ることもできます。

　当社では、二科会写真部の創立より現在に至るまで
全国各地の皆様から二科展への応募プリントや本展展
示作品の制作をお手伝いさせていただいております。
どんなに素晴らしい瞬間をとらえたとしてもプリントの
仕上げひとつで台なしになり、審査員の目には止まり
ません。応募プリントから仕上げにはこだわっていた
だきたいと思っております。経験豊富な技術者が長年
培った技術で作者の制作意図を反映させ、細部にまで
こだわってプリント仕上げを行っておりますので、ぜひ
一度プロフェッショナルなプリントクオリティを応募
プリントからお試しいただければと思います｡

自分の作品を多くの人に見てもらえる絶好の機会になるはず。

新潟支部×フォトコン
「写真の楽しみ方を見つけよう！」

日　時 ： 令和5年1月21日（土）11:30～12:30
会　場 ： 駅南キャンパストキメイト（新潟駅隣接）
  新潟市中央区笹口1丁目1番地プラーカⅠ・2階
演　題 ： 写真の楽しみ方～コンテスト応募や
  ライフワークを見つけて楽しもう
参加費 ： 1,000円
申込み ： nikakainiigata@gmail.com
  ☎090-3145-6648（金子）

二科会写真部新潟支部と本誌のコラボイベントを開催。
フォトコン編集長が写真の楽しみ方についてトークします。
一般の参加も受付中ですので、ぜひご参加ください。

応 募 要 項

2023年1月号

資　格 ● 年齢、プロ・アマ、国籍問わず
部　門 ● ①A 単写真部門＝単写真
　　　　 ②B 組写真部門＝３枚組写真
　　　　 ③C アートフォト部門＝単写真
テーマ ● 自由
　　　　 ※本人が撮影した「未発表作品」に限る
サイズ ● 白黒・カラー＝四ツ切～A4 
  銀塩プリント／デジタルプリントのいずれも可
  作品の画像周囲四辺にフチを付ける
  （白フチまたは黒フチで幅4㎜以上）
  点数制限なし　
　賞　 ● ◇二科賞（1名）＝賞状・賞金50万円
  ◇全国知事会賞（1名）＝賞状・賞品
  ◇日本カメラ財団賞（1名）＝賞状・賞品
  ◇協賛会社賞（多数）＝賞状・協賛会社賞
  ◇奨励賞（若干名）＝賞状・作品集
応募料 ● ①③2千円（1点につき）  ②5千円（1組につき）
発　表 ● 直接通知
送り先 ● 〒352-0012　埼玉県新座市畑中1-8-27 
  アイエスピー内　二科会写真部「第71回展」係
問合せ ● ☎03-3470-8033

第71回二科会写真部展
3月1日（水）～10日（金）
※消印有効作品受付期間
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